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和歌山子ども虐待防止協会の柳川様と山本様をお迎えして 
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               会長挨拶                 山本敦洋 

皆さんに私から少しお仕事のアドバイスを伝授させて頂きます。仕事をするうえでだいじなことはなんだと思いますか。 

仕事を成功させるための知識・情報をもっていることは当然のことです。でもそれだけではありません。人としての魅力が仕事

の成功へと繋がります。仕事ができる人でも魅力がなければ次につながる仕事ができません。だから仕事をするうえで大事な

ことは「三配り」がきちんとできる人です。「三配り」はどういうことかわかりますか。「目配り」・「気配り」・「心配り」のことです。 

「目配り」とは周りの状況や状態をみて敏感に察知できる力のことです。 

「気配り」とは相手の動作に関心をもち、なにを求めているのかがわかるようになる力です。 

「心配り」とは相手のためにしてあげられるやさしさをもっていることです。 

例えば同僚に対して手が空いていれば、手伝えることはないかと声をかけることや、相手が何も言わなくても資料を作成する

時でも見やすく、わかりやすく作るなど相手のことを思い、やさしい心を身につけることです。 

 今ご紹介した「三配り」を意識して行動することは仕事と人間性を兼ね備える大切のものです。仕事をスムーズに成功させ

るためにぜひ、「三配り」を身につけるといいですよ。 

ちなみにこの「三配り」は家庭においても大切なことです。家族に対しても同じ気持ちを心がけて行動してください。 

   

 

 

 

 

本日のロータリーソング 

手に手つないで 

Today’ｓMeeting 

2024 年 1 月 30 日（火） 

田辺警察署 刑事官 

亀田将功様 

『田辺警察署管内で起こっている犯罪に

ついて』 

 

 

クラブテーマ 

縁をむすぶ 
2023-24年度 RI会長 

ゴードン R.マッキナリー 

第 2640地区ガバナー 

谷 宗光 

2023-24Weekly Bulletin 

Next Week’ｓMeeting 

2024 年２月 6 日（火） 

クラブフォーラム 

 

Tanabe Hamayu Rotary Club 

出席報告   (第 1444回)          

会員数 出席免除 欠席者 出席率 

31名 2名 9名 68.97％ 
 

 

ゲスト 

NPO法人和歌山子どもの虐待防止協会 

柳川敏彦様  

山本高正様 

 

http://www.aikis.or.jp/~t-hamayu/


四つのテスト 言行はこれに照らしてから Ⅰ真実かどうか Ⅱみんなに公平か Ⅲ 好意と友情を深めるか Ⅳ みんなのためになるかどうか 
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幹事報告 

メイクアップ 

〇山本康夫 1/22 太子 RC 

例会変更 

〇和歌山南 RC 2/2（金）→休会 

  2/9（金）→和歌山城ホール４F大会議室 

  2/16（金）→2/14（水）18：30～アバローム紀の国 

≪和歌山東南 RC との合同例会≫  

  2/23（金・祝）→休会 

○田辺 RC 2/8・15（木）→休会 

○白浜 RC 2/9（金）→2/6（火）19：00～≪夜間例会≫ 

2/16（金）→休会 

配布 

○週報 1444  ○理事会議事録 

回覧 

〇御坊ロータリークラブ 70周年記念ゴルフ大会ご案内 

○全国代表者会議並びに第 36回全国ローターアクト研修会 山

形大会本登録のご案内 

○ローターアクト地区連絡協議会並びに会長幹事会のご案内 

○赤十字社・骨髄バンクと共催の地区献血のご案内（ローターアク

ト） ○ガバナーエレクト事務所人員体制について 

 

米山奨学生 楊建宇君 近況報告 

 

皆様こんばんは。いつも

ご支援いただきありがと

うございいます。 

 

2024年の 1月が後

1週間の時間で終わっ

てしまい、良いことも悪

いこともありました。研究

室では新年会が開催さ

れました。先生の友達

が来て、自社で作った

人工フルーツゼリーを持って来てくれました。フルーツが一切に

使われないゼリーでしたが、食感も味もフルーツと非常に近

いものが中にありました。様々な技術が使われたそうで、科

学技術の進歩で生活が少しずつ変えられていることが実感

しました。 

悪いこととして、日本では、新年早々に地震が起こってしま

いました。友達が仕事で福井県に居ましたので、すごく心配

していました。直ちに LINEで安否を確認してみまして、幸

い、無事の返事がもらえました。また、最近、中国では

H1N1型インフルエンザの爆発がひどい状況で、友達が何

人も感染してしまいました。悪いこといっぱい起こりましたが、

今年の干支は甲辰で、非常に良い意味だそうです。甲が初

の意味で、辰が成功の意味を持っているそうで、これから世

界のどこでも新たになって、良くなるように祈っております。 

プログラム 

「子育て支援による虐待予防」 

和歌山子どもの虐待防止協会事務局長・ 

南紀医療福祉センター院長   

柳川敏彦様 

和歌山子どもの虐待防止協会副会長  

山本高正様 

 

はじめに 

 毎年 11月は「児童虐待防止推進月間」です。この時期

に合わせて全国各地で、子ども虐待防止の啓発活動として

「オレンジリボン運動」が展開されます。和歌山市では和歌

山市図書館で、「オレンジリボンフェスタ 2023 インわかやま」

が開催され 1 1月一杯オレン

ジリボンツリーが飾られました。

紀南地方も自治体を始め一

般企業（賛助会員）の協力

により、活発な活動を継続展

開しています。はまゆうロータリ

ークラブの関係諸氏には、児童

虐待防止関連活動にご理解

とご協力をお願いいたします。 

 

 

和歌山子どもの虐待防止協会（WSPCAN）からのメッ

セージ 

 WSPCANは 2000年 3月に発足し、2004年 2月に

特定非営利法人（NPO）として認可されました。協会活

動の 3本柱は、1．子育て支援、2．社会養護（児童養

護施設、里親等）支援、そして 3．子ども貧困対策（学

習支援、子ども食堂）です。WSPCANは虐待が生じた場

合の対応はもちろんですが、特に虐待が発生する事前の備

えに重きを置いており、本日は「子育て支援による虐待予

防」についてお話しします。 

柳川敏彦様（左）と山本高正様（右） 
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子ども虐待の認識と対応の在り方 

 1979年スウェーデンであらゆる場面（保育、教育、スポ

ーツ、家庭）での体罰が禁止され、大きな効果が得られた

ため世界各国も次々と法案が制定され、わが国も世界で 

59番目に児童福祉法において体罰全面禁止法案が可

決、2020年 4月から実施されています。体罰の意味する 

ことは、「何らかの苦痛を引き起こす、または不快感を意図

的にもたらす行為(罰)」で身体的なものだけでなく、子どもの

心を傷つける言動も含まれます。さらに 2022年 12月に

は民法 822条の親権者による懲戒権の規定も削除され

ました。子どもに関するわが国の多くの学会でもこの流れを

強く受け止め、さらに一歩進んで「子ども虐待の予防」に向

けた啓発活動を重視し、子ども虐待を「子どもへの不適切

な養育（マルトリートメント）」ととらえています。 

一般に子ども虐待

は「子どもへのひどい

扱い」ととらえる傾

向にあるため、子ど

もを守る観点に立っ

て「虐待の芽を摘

む」意味で、「子ども

虐待の認識の感受性を高める」ことが奨められています。虐

待対応の目的は親を罰することなく、困ってる子どもと困って

る親を支援する「ファミリーサポート（家族支援）」という立

場を強く訴えたいと思います。 

 

ペアレンティング（前向き子育てのすすめ） 

子どもは成長・発達の過程で、特定の原因がなく定型発

達でも夜泣き、トイレットトレーニングを経験し、歩行や言葉

の遅れなどの子どもの要因と、養育者の要因、社会的要因

などから、親の育児不安、育児困難感が生じた結果、誰で

も日常の生活の場面で、子どもにとってマルトリートメントに

繋がる可能性が生じます。実は子育ての方法は、誰から

も、学校でも学ぶ機会はほとんどありません。欧米では

1980年代からペアレンティングが普及しています。前向き

な子育ては、「親と子どもの間のコミュニケーションを大切

にし、深く良好な関係を築くこと」に焦点を当てています。 

今回は前向きペアレンティングの 1 つとしてオーストラリア

で開発された「トリプル P」を卓話で取り上げました。トリプル

Pは「体罰を必要としない前向きな子育てのヒント」の宝庫

です。私たちはトリプル P を親に提供することで、親も子もた

くさんの良い変化をもたらすことを科学的に確認してきまし

た。好ましい子育ては、暴力や争いの少ない安全で活動的

な環境につながります。紀南地域での展開を大いに期待し

ています。 

 

ニコニコ箱 

山本敦洋  明日は今季一番の冬将軍の到来です。皆さん、

気を付けてください。本日、柳川様、山本様、外卓宜しくお願

い申し上げます。 

髙原 歩  またまたかなり寒い日々が続きますね。つらいで

す。柳川様、山本様、本日はよろしくお願いいたします。 

辻 諦淳  今や、文字通り「寒」の真っ最中。皆様、体調管

理には、くれぐれもご注意下さいませ。柳川敏彦様、山本高正

様、本日はありがとうございます。よろしくお願い致します。 

山本康夫  柳川先生、本日宜しくお願いします。楽しみにし

ておりました。 

藤田雅巧  杉山竜二  中峰千世子 大田忠博   

赤堀哲也  菊池正紀  寺本 匡  （同文） 

坂本恵子  早退すみません。 

中家正幸  早退します。 

矢田篤司  途中抜けそします。抜けそおわびです。 

 

 


